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『ロック冒険記前編』（二）

三宅政吉
グラフィック・デザイナー

前
回
書
い
た
よ
う
に
こ
の
『
ロ
ソ
ク
冒
除
記
．
一
は
、
山
形
県

の
S

君
が
貸
本
屋
さ
ん
か
ら
手
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奥
付

の
対
向
ペ
ー
ジ
に
「
貸
本
新
園
米
澤
市
門
東
町
下
」
の
ゴ

ム
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
、
お
そ
ら

<
s

君
の
大

き
な
落
醤
き
。
ほ
か
の
ペ
ー
ジ
に
も
洛
粛
き
が
数
力
所
。
こ
れ

で
は
古
書
店
は
買
い
取
っ
て
く
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
本
が
貸
本
屋
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
貸
本

屋
向
け
に
発
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
五
三
年
あ
た
り

か
ら
、
貸
本
屋
向
け
に
特
化
さ
れ
た
マ
ン
ガ
の
本
が
出
版
さ
れ

は
じ
め
る
が
、
こ
の
本
は
一
般
沓
店
向
け
に
発
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
定
価
は
一
三

0
円
。
万
六
年
当
時
、
こ
の
値
段
が
一

般
的
に
裔
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
は
わ
か
ら
な
い
が
、

子
ど
も
の
私
に
は
と
て
も
買
え
る
値
段
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

ク

* 

私
が
貸
本
屋
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
小
学
―
―
-
、
四
年
生

の
こ
ろ
で
あ
る
。
一
泊
二
日
で
一
冊
借
り
て
一

0
円
だ
っ
た
ろ

う
か
。
こ
れ
な
ら
わ
ず
か
な
小
追
い
で
も
兄
弟
三
人
が
力
を
合

わ
せ
れ
ば
、
月
に
一

0
冊
の
マ
ン
ガ
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
。

手
塚
治
虫
の
作
晶
梨
は
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
は
じ
め
に

か
け
て
、
鈴
木
出
版
の
「
手
塚
治
虫
漫
画
選
集
」
（
五
八
年
か

ら
六
三
年
。
全
二
十
五
巻
）
と
、
光
文
社
版
の
「
手
塚
治
虫
没

画
全
集
」
（
五
八
年
か
ら
六

0
年
。
全
十
七
巻
。
『
鉄
腕
ア
ト

ム
』
『
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
』
『
西
遊
記
]
と
い
っ
た
長
編
を
収

録
）
、
あ
か
し
や
書
房
の
「
手
塚
治
虫
傑
作
選
梨
」
（
五
六
年
か

ら
六
一
年
。
全
七
巻
。
一
ゲ
ン
1

探
偵
長
』
『
ス
リ
ル
栂
士
』
な

ど
）
の
三
種
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぽ
同
時
期
の
刊
行
だ
が
、

作
品
の
重
複
は
な
い
。
こ
の
あ
た
り
に
も
手
塚
治
虫
の
抜
き
ん

出
た
力
蜀
が
う
か
が
え
る
。

売
れ
ず
に
手
元
に
残
っ
て

い
る
も
の
の
一
部
を
載
せ
て

み
た
。
ど
れ
も
な
つ
か
し
い

思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
る
。

兄
と
ふ
た
り
で
福
岡
市
内

の
廃
業
間
近
の
貸
本
屋
を
訪

ね
て
、
買
っ
た
り
譲
っ
て
も

ら
っ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

戦
後
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
貸
本
屋
の
時
代
は
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
た
。
も
う
五
十

五
年
以
上
も
昔
の
こ
と
だ
。

翠
’宇宙空港』（鈴木出

版／ 1960年） Jスリル

叫士』、『秘密指令第

3 号』（ともにあかし

や因房／ 1961 年）。右

は光文社のr西迦記

第二奥」の本文ベージ

(1960年）
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歴箭渡ドンイ

果
物
は
種
類
が
豊
富
で
色
と
り
ど
り
。

れま尊尺乗. ド

` インドといえばカレー。写真は
ヽ•= 

お店や路上でいろいろな
食材が手に入る。

・ミ：
.，ミシさ’‘=.
スバイスやカレー粉も数え
きれない種類がある。

イ
ン
ド
の
人
々
の
主
食
は
、
北
イ
ン
ド
は
麦
の
チ
ャ

パ
テ
ィ
、
南
イ
ン
ド
は
お
米
で
あ
る
。
た
だ
し
ブ
ッ

ダ
の
属
す
る
釈
迦
族
の
王
に
は
浮
飯
王
な
ど
、
飯
を

つ
か
う
名
前
が
あ
る
の
で
、
北
イ
ン
ド
に
も
違
う
食

文
化
を
も
っ
た
人
々
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み

に
日
本
人
も
米
文
化
人
で
、
天
皇
が
新
し
く
即
位
す

ゃ

る
儀
礼
と
し
て
一
晩
稲
わ
ら
を
ま
と
っ
て
寝
す
む
習

わ
し
が
あ
る
。

イ
ン
ド
と
い
え
ば
誰
し
も
一
番
に
カ
レ
ー
を
思
い

出
す
が
、
カ
レ
ー
の
原
語
は
南
イ
ン
ド
で
「
カ
リ
」

と
呼
ば
れ
た
香
辛
料
で
ス
パ
イ
ス
で
あ
る
。
ク
ミ
ン
、

シ
ナ
モ
ン
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、
ナ
ツ
メ
グ
な
ど
、
漢

方
薬
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
も
多
い
。
カ
レ
ー
は
辛

い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
北
イ
ン
ド
の
カ
レ
ー
は
辛

ー
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海
に
近

く
な
い
。
一
方
、
南
イ
ン
ド
の
カ
レ
ー
は
辛
い
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
カ
レ
ー
も
あ
り
、
何
と

も
言
え
な
い
。

ア
ー
リ
ヤ
人
た
ち
は
遊
牧
牧
畜
民
族
で
あ
っ
た
が
、

イ
ン
ド
で
最
上
の
ジ
ャ
ー
テ
イ
（
階
級
）
の
バ
ラ
モ

ン
が
菜
食
で
あ
っ
た
の
で
、
ア
ー
リ
ア
人
の
中
に
は

そ
れ
を
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
菜
食
主
義
者

が
多
い
。
特
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
の
中
に
は
土
の
中
に

育
つ
根
菜
類
を
食
べ
な
い
人
も
い
る
。

食
材
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
。

ィ
ン
ド
の
食
材いベ
ン
ガ
ル
、
南
イ
ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
で
は
魚
が

多
く
、
川
し
か
な
い
北
イ
ン
ド
で
は
物
理
的
に
魚
は

少
な
い
。
私
の
暮
ら
し
た
デ
リ
ー
大
学
で
は
な
ん
で

も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
普
通
の
人
々
は
お
米

の
ご
飯
は
お
祭
り
の
時
だ
け
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
炊
い
て
い
る
途
中
で
湯
を
捨
て
る
の
で
ご

飯
が
パ
サ
パ
サ
に
な
る
。
い
ま
は
北
イ
ン
ド
で
は
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
生
産
し
て
い
る
。

果
物
も
豊
富
で
特
に
マ
ン
ゴ
ー
や
バ
ナ
ナ
に
は
種

類
が
多
い
。
か
つ
て
、
南
イ
ン
ド
で
大
き
い
バ
ナ
ナ

を
食
べ
よ
う
と
し
た
ら
、
「
そ
れ
は
馬
用
だ
」
と
止
め

ら
れ
た
。
マ
ン
ゴ
ー
も
「
キ
ン
グ
オ
ブ
マ
ン
ゴ
」
と

呼
ば
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ン
ソ
ー
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ

の
汁
は
一
度
衣
類
に
つ
く
と
取
れ
な
い
の
で
、
「
裸

で
食
べ
ろ
」
と
言
わ
れ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
イ
ン
ド

に
は
そ
の
他
数
え
切
れ
な
い
種
類
の
果
物
が
あ
る
。

い
ま
や
イ
ン
ド
で
も
日
本
の
食
材
が
簡
単
に
手
に

入
れ
ら
れ
る
。
デ
リ
ー
に
あ
る
大
和
屋
へ
は
し
ば
し

ば
訪
れ
た
が
、
み
そ
、
醤
油
、
と
う
ふ
、
麺
類
な
ん

で
も
あ
る
。
ま
た
、
日
本
に
も
イ
ン
ド
料
理
が
早
く

2
 



か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
銀
座
歌
舞
伎
座
近
く
の
イ

ン
ド
料
理
店
ナ
イ
ル
は
、
南
イ
ン
ド
の
ナ
ヤ
ー
ル

ジ
ャ
ー
テ
イ
出
身
の
ナ
ヤ
ー
ル
さ
ん
が
始
め
、
今
は

二
代
目
で
あ
る
。
新
宿
中
村
屋
は
「
カ
レ
ー
」
で
は

な
く
「
カ
リ
ー
」
の
名
前
に
こ
だ
わ
る
。
中
村
屋
が

カ
リ
ー
を
始
め
た
経
緯
は
、
イ
ン
ド
独
立
を
志
し
た

ベ
ン
ガ
ル
出
身
の
ボ
ー
ス
氏
を
中
村
屋
で
か
く
ま
い
、

連
絡
役
を
つ
と
め
た
店
主
の
お
嬢
さ
ん
を
ボ
ー
ス
氏

が
お
嫁
さ
ん
に
し
た
因
縁
に
あ
る
。
戦
後
で
は
イ
ン

ド
大
使
館
近
く
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
が
有
名
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
前
の
イ
ン
ド
料
理
店
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
い

ま
日
本
に
あ
る
イ
ン
ド
料
理
店
は
中
華
料
理
店
と
同

じ
く
ら
い
の
数
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和

7

年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和

3
4年
よ
リ
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
リ
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成

1
4年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

3
8年
、
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と
、
4
0有
余
回
。
著
書
に

⇒
:
ツ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
j
‘
『
釈
尊
の
生
涯
j
な
ど
多
数
。

級友とお昼のサンドイッチを食べる佐藤良純師。
外国人向けサマーキャンプの宿舎にて。
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-3と：9.7:言:
ぐ
ン
ド
の
食
材
の
中
で
も
色
鮮
や
か
な
の
が
ワ
ル

7

ッ
＂
だ
。

日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
種
類
も
多
く
；
写
真
の
よ
う

, 

L
 

な
黒
い
果
物
も
あ
る
。
南
の
島
で
ヤ
シ
の
実
か
ら
直
接
果

汁
を
飲
ん
だ
こ
と
も
あ
る
方
も
多
い
か
と
思
う
訊
、

5
0年

前
に
佐
藤
良
純
師
が
初
椰
子
の
実
を
緊
張
し
た
お
も
む
き

で
飲
ん
で
い
る
写
真
が
残
っ
て
い
る
。

ノン
ド
と
釈
尊

50余年前の留学時代、ヤシ
の果汁を飲む佐藤良純師。
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『
寺
院
消
滅
』
『
教
養
と
し
て
の
仏
教
』
著
者

5
 

京
都
•
平
野
神
社
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

そ
の
一
＿
＿

寺
院
に
製
い
か
か
る
厄
介
な
問
題

雨
音
を
聞
き
な
が
ら
、
本
稿
を
書
い
て
い
る
。
先
日
、
梅
雨
の

晴
れ
間
に
近
く
の
神
社
に
お
参
り
し
た
。
こ
の
時
季
は
「
茅
の
輪

は
ら
え

く
ぐ
り
（
夏
越
の
祓
）
」
の
神
事
が
多
く
の
神
社
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
茅
の
輪
く
ぐ
り
と
は
、
鳥
居
な
ど
に
茅
で
作
ら
れ
た
大
き

な
輪
を
設
置
し
、
そ
こ
を
く
ぐ
っ
て
無
病
息
災
な
ど
を
祈
る
儀
式

だ
。
今
年
の
半
年
の
厄
を
落
と
し
、
心
身
を
新
た
に
し
て
下
半
期

を
迎
え
る
意
味
が
あ
る
。

多
く
の
人
は
こ
の
半
年
を
「
リ
セ
ッ
ト
」
し
た
い
心
境
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
翻
弄
さ
れ
続
け
た
。
仏

教
界
も
例
外
で
は
な
く
、
悩
ま
し
い
問
題
が
次
々
と
出
現
し
た
。

主
な
問
題
・
論
点
と
し
て
私
は
次
の

4

つ
を
挙
げ
る
。

①
「
濃
厚
接
触
の
回
避
」
に
伴
う
仏
事
の
簡
素
化
、
②
オ
ン
ラ
イ

ン
法
要
な
ど
の
新
し
い
仏
事
ス
タ
イ
ル
の
出
現
と
そ
の
是
非
、
③

宗
教
法
人
に
対
す
る
持
続
化
給
付
金
問
題
、
④
コ
ロ
ナ
時
代
の
葬

の
五
寸
々
刻
夕



[
 

゜

‘
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き巻
。
茅
る
（
あ
き
が
ま
習
ち
風
の
う
祭
願
園
を
祗
け
る
除
あ
厄
の
り
症
飾"-J 

禾ご
的
じ
の
同
家
．

と
は
輪
で

4

の
都
茅
京
，
に
ド
§
邸
芍
究
忍
翌
裟
託
立
活
迄

送
へ
の
向
き
合
い
方
|
ー
ー
で
あ
る
。
①
②
に
つ
い
て
は
既
に
本
誌

で
述
べ
た
の
で
割
愛
し
た
い
。
こ
こ
で
は
主
に
③
e
)に
つ
い
て
触

れ
る
。

集
会
や
移
動
の
自
粛
ム
ー
ド
の
中
、
年
忌
法
要
を
修
す
る
こ
と

が
憚
ら
れ
る
風
潮
が
広
が
り
始
め
た
の
が

3

月
下
旬
。
そ
の
後
、

タ
レ
ン
ト
の
志
村
け
ん
さ
ん
や
岡
江
久
美
子
さ
ん
ら
が
コ
ロ
ナ
感

染
に
よ
っ
て
亡
く
な
り
、
葬
送
も
満
足
に
で
き
な
い
様
子
が
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
っ
て
広
が
っ
た
。
す
る
と
、
葬
式
は
最
小
限

の
規
模
で
、
不
要
不
急
の
法
事
は
中
止
に
す
る
と
い
う
風
潮
が
急

拡
大
し
た
。
人
が
寄
り
付
か
な
く
な
っ
た
寺
は
収
入
が
閉
ざ
さ
れ
、

特
に
地
方
寺
院
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

寺
院
は
持
続
化
給
付
金
の
対
象
に
な
ら
す

そ
こ
で
、
国
の
経
済
的
支
援
策
で
あ
る
「
持
続
化
給
付
金
（
上

限
2
0
0

万
円
）
」
を
、
宗
教
法
人
も
対
象
に
す
る
か
ど
う
か
で
、

永
田
町
や
関
係
者
の
間
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

同
給
付
金
は
、
学
校
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
、

N
P
O

法
人
な

ど
も
幅
広
く
適
応
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
石
原
伸
晃
元
経

済
再
生
担
当
相
が
「
宗
教
団
体
に
公
金
を
入
れ
れ
ば
、
国
民
か
ら

政
教
分
離
の
原
則
違
反
を
疑
わ
れ
る
」
と
表
明
し
、
案
は
流
れ
て

し
ま
っ
た
。
宗
教
法
人
が
外
さ
れ
た
こ
と
で
「
寺
院
消
滅
が
加
速

7
 



表①寺院の年間収入と年 1雌葬儀回数

全寺院 村落寺院

寺院の年間収入 年間葬儀回
構成比 年間葬儀回数 構成比

数

100万円未満 18.20% 26 3090% 2.6 

100万円以上300万円未満 25% 6.3 3190% 5.8 

300万円以上600万円未満 [9.00% 10.8 18.10% 10.6 

600万円以上 800万円未満 10.50% 15.7 7.40% 14.2 

800万円以上1000万円未満 980% 18.2 6.00% 19.7 

1000万円以上2000万円未満 11.60% 27.4 4.90% 29.5 

2000万円以上 590% 55.9 0.80% 44.1 

す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
懸
念
が
生
ま
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
裕
福
な
寺
院
に
持
続
化
給
付
金
を
出
す
の
は
筋
違
い

だ
。
例
え
ば
、
都
市
部
で
巨
大
納
骨
堂
を
運
営
し
て
い
る
宗
教
法

人
や
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
で
恩
恵
を
受
け
て
き
た
京

都
の
拝
観
寺
院
な
ど
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
蔓
延
に
よ
っ
て
観

光
客
が
来
な
く
な
り
、
い
く
ら
収
入
が
激
減
し
た
と
は
い
え
、
そ

れ
だ
け
で
は
国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。

な
ぜ
な
ら
宗
教
法
人
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
て
い
る
か

ら
だ
。
つ
ま
り
、
宗
教
活
動
や
収
益
事
業
以
外
の
事
業
収
入
に
つ

い
て
、
法
人
税
（
や
固
定
資
産
税
、
相
続
税
）
が
か
か
ら
な
い
の

で
あ
る
。
「
宗
教
活
動
に
関
す
る
収
入
」
と
は
主
に
葬
儀
や
法
事

の
「
お
布
施
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
収
益
事
業
以
外
の
事
業
」
と

は
具
体
的
に
は
、
霊
園
経
営
、
幼
稚
圃
経
営
、
御
朱
印
や
お
守
り

な
ど
の
宗
教
活
動
に
関
わ
る
物
販
、
拝
観
料
な
ど
だ
。

逆
に
、
一
般
事
業
者
で
も
扱
え
る
品
目
（
例
え
ば
、
ろ
う
そ
く
、

線
香
な
ど
）
を
寺
院
が
販
売
し
た
場
合
（
収
益
事
業
）
に
は
課
税

さ
れ
る
。

だ
が
、
物
販
や
幼
稚
園
経
営
、
有
料
拝
観
な
ど
の
「
サ
イ
ド
ビ

ジ
ネ
ス
」
を
し
て
い
る
寺
院
は
一
部
で
あ
る
。
檀
家
数
も
多
く
、

さ
ら
に
様
々
な
事
業
を
手
掛
け
、
経
済
的
に
潤
っ
て
い
る
寺
院
と

8
 



表②寺院の護持運営と年間絣儀回数

全寺院 村落寺院

寺院収入での寺院設持 年間葬儀 l且I
構成比 年訓葬儀匝数 構成比

数

十分股持・述営できる 9.80% 39.9 380% 286 

なんとか設持・迎営できる 38.60% 182 26.70% 15 3 

護持・迎‘政は厳しい 3420% 79 4030% 67 

まったく設持·迎営できない 17.40% 3.3 2920% 32 

［調森概要 l

1)[J防壺期間： 2009年9 月 lH を基準 H として、 4釉（寺院欺、イ：I:．職票、坊守票、 I"] 徒票）

の調究票を全国の寺院に配布。

2) 調査数： l ）j280通の調査票を配布、回収された調壺票は6126辿。回収率59.6%

注：村落寺院の定義として①寺院の所在が農山漁村、②周辺人口が伶滞もしくは減少、

③周辺人口のほとんどが昭和40年代以前からの住民

な
れ
ば
ほ
ん
の
一
握
り
だ
。
こ
う
し
た
寺
院
は
、
給
付
金
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
社
会
遠
元
を
率
先
し
て
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

実
際
に
は
全
国

7

万
7
0
0
0

カ
寺
あ
る
大
多
数
の
寺
院
は
、

葬
儀
や
法
事
に
よ
る
布
施
収
入
と
、
墓
地
管
理
料
の

2

つ
を
主
た

る
収
入
源
に
し
て
い
る
。
そ
の
実
、
地
方
都
市
の
寺
院
の
中
に
は

生
活
保
護
受
給
レ
ベ
ル
の
困
窮
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
。

寺
院
の
収
入
を
細
か
く
調
査
し
て
い
る
の
が
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
で
あ
る
。
1
9
5
9

年
よ
り
5

年
お
き
に
宗
勢
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
調
査
報
告
の
中
で
、
村
落
に
所
在
す
る
寺
院
の
年

収
と
葬
儀
実
施
数
の
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
た
の
が
表
①

だ
。
都
市
と
地
方
で
、
寺
院
の
「
格
差
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が

よ
く
分
か
る
。
地
方
の
寺
院
で
は
多
く
が
困
窮
し
、
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

本
顆
寺
派
の
場
合
、
全
寺
院
の
半
数
強

(
5
4
6
%

）
が
農
山
漁
村

に
位
置
す
る
。
表
①
に
あ
る
よ
う
に
村
落
寺
院
の
6

割
強

(
5
%）

が
自
活
で
き
な
い
レ
ベ
ル

(
3
0
0万
円
未
満
）
で
あ
る
。
村
落

寺
院
の
う
ち
、
住
職
の
約

7

割
（
朗
％
）
が
現
在
の
寺
院
収
入
で

は
寺
が
存
続
で
き
な
い
と
回
答
し
て
い
る
（
表
②
）
。
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地方都市では無住寺院が増加

布
施
の
単
価
も
都
市
と
地
方
都
市
と
で
大
き
な
差
が
あ
る
。
例

え
ば
、
山
陰
や
南
九
州
に
お
け
る
葬
儀
の
布
施
平
均
額
は
全
国
平

均
の
3

分
の
1

以
下
で
あ
る
。
布
施
額
は
お
お
む
ね
都
市
部
で
高

く
、
地
方
で
低
い
傾
向
が
あ
る
。

こ
う
し
た
実
情
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
が
や
っ
て
き
た
。
こ
の
ま
ま

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
け
ば
、
経
営
破
綻
す
る
地
方
寺
院
が
出
て
く
る

こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。

地
方
の
寺
院
が
消
え
て
い
け
ば
、
憲
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
信

教
の
自
由
」
の
選
択
肢
は
狭
ま
っ
て
い
く
。
ま
た
墓
地
の
管
理
が

で
き
な
く
な
り
、
地
域
住
民
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
が
失
わ
れ
る
。

さ
ら
に
防
災
拠
点
と
し
て
の
寺
院
が
消
え
た
り
、
文
化
財
が
守
れ

な
く
な
っ
た
り
す
れ
ば
、
公
益
の
観
点
で
も
多
く
の
問
題
が
生
じ

る
。持

続
化
給
付
金
が
宗
教
法
人
に
は
適
用
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の

は
政
治
家
が
こ
う
し
た
寺
院
の
機
能
に
つ
い
て
無
知
・
無
関
心
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
「
政
教
分
離
」
を
過
剰
に
意
識
し
た
こ
と
な
ど

が
背
景
に
あ
る
。
翻
れ
ば
、
寺
院
は
社
会
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
必
要

で
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

特
に
包
括
法
人
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
寺
院

が
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
役
割
を
し
つ
か
り
と
議
論
し
、
社
会
に
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提
言
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

医
師
も
葬
儀
の
あ
り
方
に
警
鐘

で
は
、
個
々
の
寺
院
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
寺
や
僧
侶
が

ウ
イ
ル
ス
の
媒
介
者
に
な
っ
て
は
ま
ず
い
が
、
過
剰
な
防
衛
は
諸

刃
の
剣
と
も
な
り
う
る
。
感
染
防
止
か
、
寄
り
添
い
か
。
そ
の
判

断
を
誤
れ
ば
、
仏
教
の
地
盤
沈
下
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

5

月

2
0日
付
文
化
時
報
の
社
説
は
「
逍
体
を
怖
が
る
僧
侶
」
と

題
し
て
、
こ
う
論
じ
て
い
る
。

「
あ
る
僧
侶
の
グ
ル
ー
プ
は
、
感
染
症
患
者
の
逍
体
か
ら
感
染
す

る
こ
と
を
詈
戒
し
、
早
急
に
火
葬
し
て
遺
族
と
の
接
触
を
避
け
る

よ
う
推
奨
し
た
。
遺
族
に
も
そ
う
勧
め
る
こ
と
や
、
僧
侶
が
火
葬

へ
の
立
ち
会
い
を
拒
む
こ
と
ま
で
認
め
て
い
る
」

一
方
で
5

月

1
9日
付
東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
で
も
普
通
の
葬
儀
が
で
き
る
は
ず
だ
」
と
題
す
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。
国
立
病
院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
部
ウ
イ

ル
ス
セ
ン
タ
ー
長
の
西
村
秀
一
医
師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。

志
村
け
ん
さ
ん
や
岡
江
久
美
子
さ
ん
の
遺
族
が
、
最
後
の
お
別

れ
や
立
ち
会
い
が
で
き
な
か
っ
た
例
を
挙
げ
つ
つ
、
西
村
医
師
は
、

「
日
本
中
で
そ
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
悲
し
み
に
暮

れ
る
遺
族
の
心
を
さ
ら
に
踏
み
つ
け
る
よ
う
な
仕
打
ち
だ
。
（
中

略
）
遺
体
に
触
ら
な
け
れ
ば
何
の
問
題
も
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
よ

り
も
怖
い
病
気
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
が
逍
体
に
つ
い
て
今
回
の
よ
う

な
扱
い
は
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
多
剤
耐
性
（
薬
の
効
か
な

い
）
の
結
核
だ
と
か
、
エ
イ
ズ
だ
と
か
、
肝
炎
で
亡
く
な
っ
た
場

合
で
も
今
回
の
よ
う
な
指
導
は
し
て
い
な
い
し
、
そ
れ
で
も
追
族

に
感
染
し
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
な
ぜ
、
今
回
は

別
な
の
か
」
と
憤
っ
て
い
た
。

こ
の
記
事
自
体
は
葬
送
従
事
者
の
対
応
を
諌
め
る
も
の
だ
っ
た

が
、
遺
体
の
近
く
で
引
導
を
渡
す
仏
教
者
に
も
向
け
ら
れ
た
言
葉

で
も
あ
る
と
捉
え
て
よ
い
。

文
化
時
報
の
記
事
も
、
西
村
医
師
も
「
死
に
関
わ
る
プ
ロ
は
、

も
っ
と
覚
悟
を
も
て
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
僧
侶
の
思
考
や
哲

学
、
知
恵
、
立
ち
振
る
舞
い
が
試
さ
れ
て
い
る
。

常
に
寺
院
は
感
染
症
と
向
き
合
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
過
去
、
感
染
症
流
行
の
局
面
で
寺
は
ど
う
振
る
舞
っ

て
き
た
の
だ
ろ
う
。
歴
史
か
ら
学
べ
る
こ
と
も
あ
り
そ
う
だ
。

私
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
直
前
の
今
年

1

月

下
旬
、
大
阪
・
天
王
寺
区
の
一
心
寺
に
お
参
り
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
こ
の
時
、
た
ま
た
ま
境
内
で
興
味
深
い
慰
霊
碑
を
見
つ
け
た
。

碑
に
は
「
大
正
八
九
年
流
行
感
冒
病
死
者
群
霊
」
と
刻
銘
さ
れ
て
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＿
心
寺
に
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
供
養
塔
が
残
る

い
た
。
こ
れ
は
、
今
か
ら

1
0
0

年
ほ
ど
前
に
流
行
し
た
「
ス
ペ

イ
ン
風
邪
」
に
よ
る
病
死
者
の
慰
霊
碑
で
あ
る
。
施
主
は
大
阪
の

薬
剤
師
と
な
っ
て
い
る
。

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、

1
9

1
8

（
大
正
7
)
年
に
始
ま
っ
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
世
界
各
国
で

猛
威
を
ふ
る
い
、
日
本
で
は
約

2
3
0
0

万
人
の
患
者
と
約

3
8万

人
（
別
説
で
は
4
5万
人
）
の
死
亡
者
が
出
た
と
い
う
。
大
阪
で
は

死
者
1

万
人
以
上
を
出
し
て
お
り
、
そ
れ
を
悼
ん
だ
薬
剤
関
係
者

が
一
心
寺
に
慰
霊
碑
を
建
立
し
た
の
も
頷
け
る
。

慰
霊
碑
や
墓
は
、
「
無
言
の
証
言
者
」
で
あ
る
。
そ
し
て
供
養

を
続
け
る
寺
は
「
語
り
部
」
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
。

寺
に
残
る
の
は
石
碑
だ
け
で
は
な
い
。
死
亡
者
の
記
録
も
保
管

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
は
先
日
、
全
国
の
知
り
合
い
の
寺

1
0カ

寺
に
頼
ん
で
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
流
行
し
た
大
正

7
\
9

年
の
葬

式
の
実
施
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
も
ら
い
、
そ
の
前
後
年
の
平
均
値

と
比
較
し
て
も
ら
っ
た
。

す
る
と
、
多
く
の
寺
で
流
行
期
間
の
非
式
数
は
平
時
の

2
\
3

倍
の
高
水
準
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
小
刹
で
は
、
大
正
年
間
に
お

け
る
葬
式
の
平
均
数
は
8

件
ほ
ど
。
だ
が
こ
の

3

年
間
に
限
っ
て

は
1
4件
、
1
1件
、
2
0件
と
平
均
以
上
の
多
さ
だ
っ
た
。
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茎

層
言
鷹

京
都
の
祇
園
祭
も
天
然
痘
の
蔓
延
を
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た

う
か
い
・
し
ゅ
う
と
く

1
9
7
4

年
京
都
市
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
新
聞

記
者
・
雑
誌
編
集
者
を
経
て
、
2
0
1
8

年
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
独
立
。

社
会
と
宗
教
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
取
材
を
続
け
る
。
著
書
に
「
寺

院
消
滅
」
（
日
経
B
P
)
E仏
教
抹
殺
」
（
文
春
新
書
）
な
ど
多
数
。
近
著
に
一
ビ

ジ
ネ
ス
に
活
か
す
教
養
と
し
て
の
仏
教

l
(
P
H
P
研
究
所
）
。
嵯
峨
・
正
覚
寺

副
住
職
｀
（
一
社
）
良
い
お
寺
研
究
会
代
表
理
事
、
佛
教
大
学
・
東
京
農
業
大

学
非
常
勤
講
師
。
今
年

9

月
中
旬
に
は
新
刊

E仏
具
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
京
都
・

島
津
製
作
所
創
業
伝
」
（
朝
日
新
聞
社
）
を
上
梓
予
定
。

東
京
都
北
区
の
あ
る
寺
院
は
、
死
因
ま
で
丁
寧
に
記
録
さ
れ
て

い
た
、
と
教
え
て
く
れ
た
。
「
疫
痢
」
「
流
行
性
感
冒
肺
炎
」
な
ど

と
記
さ
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
罹
患
し
た
の
だ
ろ

う
。
寺
院
記
録
か
ら
伝
染
病
の
流
行
の
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。時

代
を
も
っ
と
遡
れ
ば
江
戸
末
期
の
安
政

5
、

6

年
に
は
コ
レ

ラ
が
大
流
行
し
た
。
感
染
源
は
長
崎
に
入
港
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
再
び
小
刹
の
記
録
を
め
く
つ
て
み
る
。
確
か

に
安
政
6

年
の
死
亡
者
が
突
出
し
て
お
り

2
9件
も
あ
っ
た
。
安
政

7

年
に
は

1
5件
と
半
分
の
水
準
に
減
少
し
、
そ
の
後
の
万
延
・
文

久
・
元
治
年
間
で
は

1
0件
前
後
に
落
ち
着
い
て
い
た
。

京
都
で
は
安
政
コ
レ
ラ
の
大
流
行
の
際
、
地
域
の
氏
神
様
の
元

で
「
お
千
度
参
り
」
し
て
、
疫
病
の
災
厄
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た

と
の
記
録
が
あ
る
。
人
々
は
宗
教
に
救
い
を
求
め
、
寺
社
は
そ
れ

に
応
え
よ
う
と
弔
い
を
精
一
杯
つ
と
め
、
石
碑
や
供
養
、
お
祭
り

を
通
じ
て
災
禍
を
後
世
に
伝
え
、
教
訓
と
し
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
現
代
の
宗
教
者
は
、
後
世
の
人

か
ら
見
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
態
度
を
示
し
て
お
き
た
い
も
の

ミ
）
0t
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.
登
場
者
.

齋
藤
晃
道

さ
い
と
う
•
こ
う
ど
う

1
9
4
3

年
岡
山
市
生
ま
れ
。
祐
天
寺
勤

務
。
乗
京
大
学
理
学
系
大
学
院
博
士
課
程

終
了
後
、
大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
土
課
程
修
了
。
五
百
羅
漢
寺
住
職
を
永

年
務
め
た
。

将
来
の
浄
土
宗
を
支
え
る
青
年
僧
に

知
っ
て
お
い
て
欲
し
い
、
覚
え
て
お
い
て

欲
し
い
仏
教
に
関
百
る
豆
知
識
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
初
回
は
法
然
上
人
鑽
仰
会
に

関
わ
る
僧
侶
が
登
場
し
ま
苔
。
司
会
進
行

は
服
部
祐
淳
師
（
長
野
教
区
安
養
寺
副
住

職
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

長
谷
川
岱
潤

は
せ
が
わ
た
し
じ
ゅ
ん

1
9
5
4

年
栗
京
都
品
川
区
生
ま
れ
。
戒

法
寺
住
職
。
大
正
大
学
大
学
院
仏
敦
学
修

了
。
総
本
山
知
恩
院
、
大
本
山
増
上
寺
布

教
師
。
浄
土
宗
人
権
啓
発
講
師
ほ
か
。
『
ふ

し
ゅ
せ
ん
』
刊
行
会
会
長
も
務
め
る
。



司
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
各
寺

院
の
法
務
な
ど
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
緊
急

事
態
宣
言
下
で
は
本
山
な
ど
の
大
寺
院
の
多
く
が
参

拝
中
止
な
ど
の
措
置
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
奈
良
の
大
仏
と
し
て
知
ら
れ
る
東
大
寺
の
麗

遮
那
仏
像
は
も
と
も
と
当
時
大
流
行
し
て
い
た
天
然

痘
を
鎮
め
る
た
め
に
聖
武
天
皇
が
建
立
さ
れ
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
浄
土
宗
に
お
い
て
も
大
本

山
百
万
遍
知
恩
寺
も

1
3
3
0

年
頃
、
当
時
蔓
延
し

て
い
た
「
元
弘
の
疫
病
」
を
鎖
め
る
た
め
、
後
醍
醐

天
皇
の
勅
命
に
よ
り

7

日
間
、
百
万
遍
念
仏
を
修
し

た
と
こ
ろ
疫
病
が
治
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
人
類
は

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
の
歴
史
を
持
ち
ま
す

が
、
そ
こ
に
仏
教
が
関
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

司
会
現
代
に
起
こ
っ
た
こ
の
疫
病
に
対
し
、
各
寺

院
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

齋
藤
歴
史
的
に
み
る
と
「
祈
り
に
よ
っ
て
疫
病
を

鎮
め
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
考
え
方
を
現
世
利

〈
疫
病
と
こ
法
語
〉

益
と
し
て
直
接
用
い
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
法
然
上
人
は
決
し
て
そ
の
よ
う
に
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

長
谷
川
ご
法
語
の
「
宿
業
か
ぎ
り
あ
り
て
」
の
一

説
に
表
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

司
会
そ
の
こ
法
語
と
は
。

長
谷
川
「
宿
業
か
ぎ
り
あ
り
て
、
受
く
べ
か
ら
ん

病
は
、
い
か
な
る
も
ろ
も
ろ
の
仏
神
に
祈
る
と
も
、

そ
れ
に
よ
る
ま
じ
き
こ
と
な
り
。

祈
る
に
よ
り
て
病
も
止
み
、
命
も
延
ぶ
る
こ
と
あ

ら
ば
、
誰
か
は
一
人
と
し
て
病
み
死
ぬ
る
人
あ
ら
ん
。

い
わ
ん
や
ま
た
仏
の
御
力
は
、
念
仏
を
信
ず
る
も
の

を
ば
、
転
重
軽
受
と
云
い
て
、
宿
業
か
ぎ
り
あ
り
て

重
く
受
く
べ
き
病
を
、
軽
く
受
け
さ
せ
給
う
。
い
わ

ん
や
非
業
を
払
い
給
わ
ん
こ
と
ま
し
ま
さ
ざ
ら
ん

ゃ
。
さ
れ
ば
念
仏
を
信
ず
る
人
は
、
た
と
い
、
い
か

な
る
病
を
受
く
れ
ど
も
、
み
な
こ
れ
宿
業
な
り
。
こ

れ
よ
り
重
く
こ
そ
受
く
べ
き
に
、
仏
の
御
力
に
て
、

こ
れ
ほ
ど
も
（
軽
く
）
受
く
る
な
り
と
こ
そ
は
申
す

こ
と
な
り
」
（
「
浄
土
宗
略
抄
」
昭
法
全
六

0
四
）
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法
然
上
人
は
、
祈
祷
の
無
効
性
と
阿
弥
陀
仏
の
広

大
な
力
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

仏
は
私
た
ち
を
決
し
て
見
捨
て
な
い
と
受
け
取
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
ま
不
安
感
が
増
大

す
る
こ
と
が
最
も
人
々
を
苦
し
め
て
い
る
の
で
、
そ

こ
を
救
っ
て
あ
げ
る
べ
き
で
す
。
僧
侶
に
で
き
る
こ

と
は
そ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

司
会
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
葬
送
の
現
場
に
も
変

化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
志
村
け
ん
さ
ん
や
岡
江
久
美

子
さ
ん
の
訃
報
で
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
遺
族
は

ご
遺
体
に
触
れ
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
火
葬
さ
れ
た

遺
骨
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

長
谷
川
「
死
」
っ
て
頭
だ
け
で
は
理
解
し
に
く
い

も
の
で
、
遣
族
は
ご
遺
体
の
表
情
、
感
触
、
温
度
な

ど
一
っ
ひ
と
つ
を
五
感
で
感
じ
て
少
し
ず
つ
受
容
し

て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

葬
儀
の
際
も
、
そ
れ
ま
で
涙
を
み
せ
な
か
っ
た
方

が
、
納
棺
の
際
に
ご
巡
休
に
触
れ
た
瞬
間
、
決
壊
す

る
よ
う
に
涙
が
あ
ふ
れ
る
光
景
を
た
び
た
び
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。

司
会
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
亡
く
な
ら
れ
た
ご
遺

族
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス
も
経
る
こ
と
も
で
き
ず
、
突
然

お
骨
と
な
っ
て
家
族
の
も
と
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う

状
態
で
す
よ
ね
。

長
谷
川
少
な
く
と
も
造
族
に
寄
り
添
う
こ
と
が
僧

侶
の
役
目
で
す
。
三
密
に
注
意
し
な
が
ら
、
色
々
な

方
法
で
寄
り
添
う
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

た
だ
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
遺
族
が
遺
体
に
触
れ

る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
な
と
も
感
じ
ま
す
。
葬

儀
の
際
、
例
え
ば
お
年
寄
り
が
亡
く
な
ら
れ
た
際
に

も
お
孫
さ
ん
を
呼
ば
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
度
々
あ

り
ま
し
た
。
近
い
人
の
「
死
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
、
そ
の
後
を
生
き
て
い
く
な
か
で
と
て
も
大
事
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
故
人
の
最
後
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

齋
藤
法
然
上
人
の
時
代
に
天
災
や
飢
饉
な
ど
が
相

次
ぎ
、
い
わ
ゆ
る
末
法
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
市
中
の

あ
ち
こ
ち
に
死
休
が
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
芥
川
龍
之
介
の
『
羅
生
門
』
の
よ
う
な
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図相
・

九

人が亡くなった後の変化を示した九相図。

美女が病に伏せ、亡くなり遇棄葬され、

肉体が白骨化する様子が描かれている。
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イ
メ
ー
ジ
で
す
よ
ね
、
死
体
の
衣
服
や
髪
を
老
婆
が

は
ぎ
と
っ
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
。
こ
う
い
う
こ

と
が
日
常
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
姿
を
民
衆
が
身
近
に
見
て
い
た
時
代
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
辿
棄
葬
と
い
い
ま
す
が
、
辿
休
を
あ
る
場

所
に
棄
て
て
く
る
と
い
う
も
の
で
、
お
そ
ら
く
病
気

が
伝
染
す
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
が
、
あ
ま
り
に
無
残
な
そ
の
姿
を
見
か

ね
た
僧
侶
が
そ
こ
に
埋
葬
し
て
小
石
を
積
ん
で
、
供

養
を
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
京
都

に
は
そ
の
名
残
と
し
て
化
野
・
鳥
辺
野
・
蓮
台
野
が

残
っ
て
い
ま
す
。

僧
侶
は
「
九
相
観
」
と
い
う
観
法
も
行
っ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
死
体
が
朽
ち
て
い
く
過
程
を
九
段
階

に
分
け
て
観
相
す
る
こ
と
で
、
肉
体
と
い
う
煩
悩
を

感
じ
、
無
常
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
も
。

現
代
で
は
こ
の
よ
う
な
修
行
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

僧
侶
自
身
が
死
を
多
角
的
に
捉
え
て
「
死
」
を
適
切

に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

司
会
「
僧
侶
が
伝
え
る
こ
と
」
に
関
連
し
て
、
以

前
「
布
教
」
に
つ
い
て
、
あ
る
僧
侶
か
ら
質
問
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
依
頼
さ
れ
た
浄
土
宗
寺
院
の
檀
信
徒
に
法
話
を
す

る
の
で
は
な
く
て
、
街
を
歩
い
て
い
る
一
般
の
方
に

広
く
教
え
を
説
く
か
ら
【
布
教
】
で
あ
っ
て
、
檀
信

徒
に
説
く
の
は
【
教
化
】
で
、
布
教
に
あ
た
ら
な
い

の
で
は
？
」
と
。
こ
れ
は
ド
キ
っ
と
し
ま
し
た
（
笑
）
。

お
二
人
は
ど
う
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
？

長
谷
川
布
教
師
の
立
場
か
ら
は
非
常
に
難
し
い
の

で
す
が
：
·
:
。
昔
、
寺
内
大
吉
先
生
、
中
野
東
禅
先

生
、
僧
多
聞
先
生
ら
が
行
っ
て
い
た
「
南
無
の
会
」
な

ど
は
そ
の
布
教
に
あ
た
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
お
寺
か

ら
出
て
毎
週
水
曜
に
喫
茶
店
な
ど
で
行
う
と
い
っ
た
。

司
会
質
問
者
か
ら
す
る
と
そ
れ
こ
そ
が
布
教
と
。

齋
藤
う
）
ん
、
難
し
い
質
問
で
す
よ
ね
（
笑
）
。

確
か
に
檀
信
徒
以
外
の
人
々
に
も
い
か
に
教
え
を
伝

え
る
か
は
大
切
で
す
ね
。

〈
布
教
と
教
化
〉

18 



増上寺の日曜大殿説教の案内は
三門に看板で掲げられている。

—ミ-←

特
に
若
い
僧
侶
の
方
々
は
、
自
身
が
所
属
す
る
宗

派
の
人
だ
け
と
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
宗
派
・

宗
教
の
方
々
、
ま
た
地
域
の
様
々
な
職
種
の
方
々
に

も
人
間
関
係
を
広
げ
て
い
か
な
い
と
そ
う
い
っ
た
意

味
で
の
布
教
師
に
は
な
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

宗
派
の
大
学
を
卒
業
し
、
自
坊
に
帰
れ
ば
、
ま
わ

り
の
お
寺
の
方
々
も
そ
の

O
B

と
い
う
状
況
が
多
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仏
教
と
い
う
広
大
な
教
え
が

広
が
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
浄
土
教
の
中
だ
け
に
と

ど
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
。

し
っ
か
り
と
社
会
を
と
ら
え
、
仏
教
、
浄
土
教
を

説
く
こ
と
に
布
教
・
教
化
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

オフィス街にある増上寺では、サラリーマンが
足を止めて、説教の讃題や文書伝道に見入って
いる場面をよく目にする。

長
谷
川
総
大
本
山
な
ど
で
開
か
れ
て
い
る
大
殿
説

教
が
、
誰
で
も
自
由
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
不
特
定

多
数
へ
の
説
教
（
法
話
）
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
ま
さ

に
布
教
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

司
会
な
る
ほ
ど
、
総
大
本
山
が
布
教
師
会
に
籍
を

置
く
布
教
師
の
輪
番
制
で
勤
め
て
い
る
布
教
で
す

ね
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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工藤量導

こ
ん
な
は
ず
し
ゃ
な
か
っ
た
た
ろ
？

歴
史
が
僕
を
問
い
つ
め
る

ま
ぶ
し
い
ほ
ど
青
い
空
の
真
下
で

2
0年
後
の
青
い
空

（
ザ
・
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
「
青
空
」
よ
り
）

. 
微

風

吹

動



連載 第 17 回

2
0年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
。
大
学
に
入
っ
て
最
初
の
夏
休
み
。
本
山
で
催
さ
れ

る
修
行
道
場
に
入
行
す
る
た
め
、
不
安
と
緊
張
感
に
苛
ま
れ
な
が
ら
寝
台
列
車

に
乗
り
込
ん
だ
。
多
く
の
寺
育
ち
の
同
年
代
た
ち
と
過
ご
す

3

週
間
の
道
場
。

み
ん
な
ピ
カ
ピ
カ
の
丸
坊
主
で
、
着
飾
る
こ
と
も
逃
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い

ま
っ
さ
ら
な
環
境
に
放
り
込
ま
れ
た
。
終
わ
り
が
見
え
な
か
っ
た
道
場
生
活
も
、

後
半
に
差
し
か
か
る
と
知
り
合
い
も
増
え
、
段
々
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
ゆ
く
。

そ
こ
で
、
本
山
の
ほ
ど
近
く
に
住
む
友
人
と
仲
良
く
な
っ
た
。

終
わ
っ
た
後
は
修
行
仲
間
た
ち
と
打
ち
上
げ
。
も
ち
ろ
ん
事
前
に
は
計
画
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
宿
を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
悩
ん
だ
。
す
る
と
、
そ
の

友
人
が
「
う
ち
に
泊
ま
っ
た
ら
い
い
よ
」
と
す
ぐ
に
実
家
に
電
話
を
か
け
て
く

れ
た
。
急
な
こ
と
で
迷
惑
こ
の
上
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
友
人
の
母
は
歓
待
し

て
く
れ
て
、
親
し
く
あ
た
た
か
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
折
に
「
息
子
が
こ
れ
だ
け
短
期
間
で
仲
良
く
な
る
の
は
珍
し
い
こ
と
な

の
よ
。
連
れ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
れ
ど
う
れ
し

い
わ
」
と
言
わ
れ
た
。
今
考
え
る
と
い
く
ぶ
ん
か
の
気
遣
い
を
加
え
て
く
れ
た

の
だ
と
思
う
が
、
当
時
の
自
分
は
、
悪
い
気
は
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
内
心
う
れ

し
く
て
た
ま
ら
な
い
。
ま
さ
に
有
頂
天
の
気
分
で
、
入
行
前
は
と
て
つ
も
な
か
っ

た
憂
う
つ
が
完
全
に
打
ち
倒
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

秋
口
に
近
く
を
訪
れ
る
用
事
が
あ
り
、
友
人
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
残
念
な
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が
ら
実
家
に
は
い
な
い
が
、
母
に
言
っ
て
お
く
の
で
ぜ
ひ
泊
っ
て
い
っ
た
ら
よ

い
、
と
。
こ
こ
で
も
ば
っ
ち
り
甘
え
て
し
ま
う
。
友
人
の
母
は
茶
道
の
先
生
も

し
て
い
て
生
徒
さ
ん
が
来
て
い
た
。
お
茶
を
立
て
て
も
ら
い
、
人
生
初
の
本
格

的
な
お
茶
と
茶
崩
子
を
い
た
だ
い
た
。
や
さ
し
く
甘
い
思
い
出
だ
。

年
が
明
け
て
、
ま
た
夏
が
、
お
盆
が
近
づ
い
て
き
た
。
い
よ
い
よ
今
年
も
修

行
道
場
だ
な
と
考
え
始
め
て
い
た
矢
先
の
こ
と
。
修
行
仲
間
か
ら
電
話
が
あ
っ

た
。
あ
の
友
人
の
訃
報
を
伝
え
る
連
絡
だ
っ
た
。

ほ
ど
な
く
友
人
の
母
に
電
話
を
か
け
た
。
年
の
近
い
知
人
を
亡
く
し
た
の
が

初
め
て
で
、
や
や
混
乱
し
な
が
ら
も
、
と
に
か
く
「
お
寺
に
う
か
が
っ
て
、
会

い
に
行
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
」
と
伝
え
た
。
友
人
の
母
に
は
「
ご
め
ん
な
さ

い
ね
、
今
は
ま
だ
元
気
が
出
な
く
て
会
う
気
持
ち
に
な
れ
な
い
わ
：
·
·
:
」
と
返

答
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
言
葉
が
今
で
も
耳
底
に
深
く
残
り
続
け
て
い
る
。

そ
れ
か
ら

2
0年
の
月
日
が
た
つ
。
そ
の
間
、
何
度
と
な
く
線
香
を
あ
げ
に
行

き
た
い
と
思
い
、
電
話
を
と
っ
た
。

... 

が
そ
の
都
度
、
あ
の
時
の
無
粋
な
や
り

取
り
が
ぶ
り
返
し
て
気
持
ち
を
引
っ
込
め
て
し
ま
っ
た
。
前
の
め
り
で
、
柑
手

の
状
況
を
慮
れ
な
い
、
若
気
の
至
り
の
ほ
ろ
苦
さ
。
せ
め
て
、
も
う
少
し
だ
け

立
派
に
な
っ
て
か
ら
に
し
よ
う
。
そ
ん
な
言
い
訳
を
重
ね
続
け
た
。

夏
が
来
る
た
び
に
、
わ
ず
か

3

週
間
と
数
日
し
か
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
な

か
っ
た
友
人
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
泊
め
て
も
ら
っ
た
日
の
晩
、
修
行
仲
間
た
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徴風吹動

ち
と
の
打
ち
上
げ
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
。
友
人
は
音
楽
が
趣
味
だ
と
言
っ
て

い
た
が
、
少
し
シ
ャ
イ
で
積
極
的
に
は
歌
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
皆
に
う
な
が

さ
れ
て
よ
う
や
く
選
ん
だ
の
が
、
ザ
・
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
の
「
青
空
」
。
は
じ
め

て
聞
い
た
そ
の
曲
の
美
し
い
旋
律
と
し
び
れ
る
歌
詞
、
何
よ
り
そ
れ
を
堂
々
と

歌
い
上
げ
る
友
人
の
姿
が
ま
ぶ
し
く
、
ほ
れ
ぽ
れ
と
み
と
れ
た
。
ひ
そ
か
に
こ

の
歌
を
格
好
よ
く
歌
え
る
大
人
に
な
り
た
い
と
誓
っ
た
。

今
で
も
こ
の
歌
を
耳
に
し
、
カ
ラ
オ
ケ
で
選
曲
す
る
ご
と
に
友
人
の
姿
を
な

ぞ
り
描
く
。
液
晶
テ
レ
ビ
の
向
こ
う
側
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
黒
人
差
別
問
題
や

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
跛
慮
す
る
現
状
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
た
び
に
、
自
然

と
口
ず
さ
ん
で
い
た
の
も
こ
の
歌
だ
。
青
空
は
た
だ
誰
の
た
め
に
も
等
し
く
あ

る
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
。
と
も
す
れ
ば
青
臭
す
ぎ
る
ほ
ど
の
正
論
が
、
友
人
の

残
像
を
伴
い
、
煩
悶
す
る
心
を
ズ
バ
ッ
と
撃
ち
抜
き
救
っ
て
く
れ
る
。

「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
だ
ろ
？
」
。
誰
に
も
話
す
こ
と
の
な
い
フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
の
記
憶
と
し
て
封
を
閉
じ
て
時
間
を
止
め
、
苦
い
想
い
を
蓄
え
続
け

た
。
そ
れ
で
も
、
今
更
な
が
ら
歩
み
を
少
し
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
気
が
し
て

い
る
。
と
い
っ
て
も
、
特
別
に
何
か
え
ら
く
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
当
時
の

情
け
な
さ
を
よ
う
や
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
長

す
ぎ
た
青
春
が
終
焉
す
る
。
夏
が
過
ぎ
た
ら
、
バ
ス
に
乗
っ
て
、
青
い
空
が
見

守
る
友
人
の
も
と
を
尋
ね
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
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壷中に月を求めて

タ
ゴ
ー
ル
と
渋
沢
栄
一
と
は
、
二
十
歳
以
上
も
の

年
齢
の
差
と
詩
人
と
実
業
家
と
い
う
両
極
端
な
「
職

業
」
の
違
い
を
超
え
て
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
い

き
な
り
意
気
投
合
し
た
が
、
タ
ゴ
ー
ル
と
渡
辺
海
旭

と
は
初
来
日
当
初
は
打
ち
解
け
る
ど
こ
ろ
か
、
海
旭

は
主
筆
を
つ
と
め
る
「
浄
土
教
報
」
で
「
仏
教
徒
は

タ
ゴ
ー
ル
を
大
乗
の
玄
理
へ
と
導
く
気
概
を
も

て
！
」
と
ま
で
断
じ
て
喧
嘩
腰
で
す
ら
あ
っ
た
。

し
か
し
、
雇
m
仰
上
の
喧
嘩
ク
を
売
ら
れ
た
も
同

然
の
タ
ゴ
ー
ル
は
、
そ
の
喧
嘩
を
買
う
ど
こ
ろ
か
、

そ
の
後
は
海
旭
と
は
き
わ
め
て
良
好
な
関
係
を
築

き
、
海
旭
も
二
度
と
属

m
仰
上
の
異
議
ク
を
持
ち
出

す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
タ
ゴ
ー
ル

最
後
の
来
日
と
な
る
昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
に
は
、

海
旭
は
、
渋
沢
の
飛
鳥
山
の
私
邸
で
の
歓
迎
会
に
呼

ば
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
歌
舞
伎
座
の
観
劇

に
も
、
ご
く
限
ら
れ
た
渋
沢
の
側
近
の
一
人
と
し
て

i

月
下
氷
人
の
月
下
氷
人
へ

イ
ン
ド
独
立
運
動
の
闘
士

タ
ゴ
ー
ル
に
随
伴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

初
来
日
以
後
の
ど
こ
か
で
、
タ
ゴ
ー
ル
と
悔
旭
の

関
係
が
反
転
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
直
接
的
な

証
拠
は
な
い
が
、
状
況
証
拠
な
ら
あ
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
ど
う
や
ら
両
者
の
間
を
と
り
も
っ
た
重
要
人

物
が
い
た
ら
し
い
。
箪
者
の
想
像
す
る
と
こ
ろ
、
そ

れ
は
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
。
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
闘
士

で
、
日
本
の
大
ア
ジ
ア
主
義
者
た
ち
と
連
携
、
後
に

海
旭
と
も
因
縁
浅
か
ら
ぬ
仲
に
な
る
人
物
で
あ
る
。

そ
し
て
、
タ
ゴ
ー
ル
は
そ
の
ボ
ー
ス
の
五
蔭
の
支
援

者
ク
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
主
題
は
渋
沢
栄
一
と
渡
辺
海
旭
の
仲
を
と

り
も
っ
た
月
下
氷
人
が
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
前
に
、
タ
ゴ
ー

ル
と
海
旭
の
仲
を
と
り
も
っ
た
月
下
氷
人
が
い
た
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お

く
と
、
月
下
氷
人
は
ボ
ー
ス
一
人
で
は
な
い
。
ボ
ー

ス
の
先
に
は
何
人
も
の
斤
月
下
氷
人
の
連
鎖
勾
か
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

主
題
で
あ
る
渋
沢
と
悔
旭
と
の
関
係
か
ら
は
し
ば
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大
ア
ジ
ア
主
義
者
・
頭
山
満
が

ポ
ー
ス
を
海
旭
に
紹
介

し
離
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
は
そ
の
五
月
下
氷

人
の
連
鎖
ク
を
辿
り
な
が
ら
、
イ
ン
ド
独
立
の
闘
士

と
宗
門
き
っ
て
の
砿
侠
客
坊
主
ク
と
の
出
会
い
と
関

わ
り
に
つ
い
て
箪
を
進
め
な
お
す
こ
と
を
お
許
し
い

た
だ
き
た
い
。

ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
は
、
一
八
八
六
年
、
日
本
の
元

号
で
は
明
治
十
九
年
に
、
イ
ン
ド
は
西
ベ
ン
ガ
ル
に

生
ま
れ
た
。
悔
旭
よ
り
十
四
歳
下
で
あ
っ
た
。
十
五

歳
で
独
立
運
動
に
挺
身
、
一
九
―
二
（
大
正
元
）
年

末
、
イ
ギ
リ
ス
人
総
督
に
爆
弾
を
投
げ
つ
け
て
重
傷

を
負
わ
せ
、
追
跡
を
逃
れ
る
た
め
国
外
亡
命
を
企
圏
。

た
ま
た
ま
タ
ゴ
ー
ル
の
訪
日
を
知
り
、
タ
ゴ
ー
ル
の

親
戚
を
蝙
っ
て
、
ま
ん
ま
と
H

本
潜
入
を
果
た
す
。

そ
の
と
き
受
け
皿
と
な
っ
た
の
は
、
折
し
も
中
国
か

ら
亡
命
し
て
い
た
孫
文
で
あ
り
、
そ
の
孫
文
か
ら
紹

介
さ
れ
た
の
は
、
彼
の
庇
設
者
で
大
ア
ジ
ア
主
義
を

提
唱
す
る
頭
山
満
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
政
府

が
英
国
と
同
盟
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
半
年
も
し

な
い
う
ち
に
ボ
ー
ス
に
国
外
退
去
命
令
が
で
た
。
そ

こ
で
頭
山
は
、
頭
山
の
信
奉
者
で
あ
る
新
宿
中
村
屋

の
相
馬
愛
蔵
・
黒
光
夫
妻
に
匿
っ
て
も
ら
い
、
当
局

の
追
及
を
や
り
す
ご
し
な
が
ら
、
ボ
ー
ス
を
悔
旭
に

紹
介
す
る
の
で
あ
る
。

次
か
ら
次
へ
と
人
間
関
係
が
連
鎖
錯
綜
し
て
ま
こ

と
に
恐
縮
だ
が
、
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
頭
山
は
海

旭
と
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
合
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
、
国
士
舘
大
学
創

立
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
二
人
が
「
発
起
人
」
に
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
海
旭
は
か
ね
て
か

ら
、
「
我
が
国
教
育
界
の
情
勢
は
欧
米
の
模
倣
教
育あく

せ
く

に
堕
し
、
文
部
省
等
も
ま
た
形
式
完
備
に
の
み
嗣
縦

し
て
日
本
人
た
る
独
自
の
教
育
を
忘
れ
、
教
育
の
教

育
あ
っ
て
人
間
の
教
育
な
し
」
と
嘆
じ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
芝
中
学
の
教
え
子
で
あ
る
柴
田
徳
次
郎
が
受

け
止
め
て
、
「
だ
っ
た
ら
先
生
、
自
分
た
ち
で
大
学

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
柴
田
が
「
興
亜

運
動
」
の
鼓
吹
者
と
し
て
共
鳴
・
私
淑
す
る
頭
山
を
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壷中に月を求めて

-.:t.111.~• 一‘ 9 ？らぶ9-9 営hm
大正 5 年国士舘にて。も前列から徳冨蘇峰、渋沢栄一、野田卯太郎、頭山満。
後列もから柴田徳次郎、渡辺海旭

イ
ン
ド
独
立
運
動
闘
士
の
自
死
と

ょ
侠
客
坊
主
ク
の
面
目
躍
如

「
創
立
発
起
人
候
補
」
と
し
て
海
旭
に
紹
介
。
そ
れ

が
機
縁
と
な
っ
て
、
頭
山
か
ら
ボ
ー
ス
を
紹
介
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

以
来
、
ボ
ー
ス
は
し
ば
し
ば
、
悔
旭
が
住
職
を
つ

と
め
る
西
光
寺
へ
お
忍
び
で
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な

る
。
悔
旭
は
弟
子
た
ち
が
心
配
す
る
の
を
制
し
て
本

堂
へ
上
げ
る
と
、
し
ば
ら
く
歓
談
を
し
た
あ
と
、
何

が
し
か
の
支
援
金
を
渡
し
て
帰
す
関
係
が
は
じ
ま
っ

こ
。t
 

さ
ら
に
ボ
ー
ス
と
悔
旭
と
の
付
き
合
い
を
削
的
に

深
め
る
出
来
事
が
お
き
る
。
大
正
十
年
(
-
九
ニ
―
)

六
月
、
ボ
ー
ス
の
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
同
志
で
あ
る

ア
タ
ー
ル
が
自
殺
し
た
の
で
あ
る
。
ア
タ
ー
ル
は
亡

命
先
の
東
京
外
国
語
学
校
（
現
・
東
京
外
国
語
大
学
）

ヒ
ン
ド
ス
タ
ー
ニ
ー
（
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
）
科
で
教
鞭

を
と
っ
て
い
た
が
、
当
局
か
ら
内
偵
を
う
け
て
お
り
、

つ
い
に
堪
え
き
れ
ず
に
自
ら
命
を
断
っ
た
も
の
と
思
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わ
れ
た
。
そ
の
通
夜
の
席
に
、
日
本
に
お
け
る
イ
ン

ド
独
立
運
動
の
中
心
で
あ
る
ボ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
有
力
支
援
者
で
あ
る
海
旭
も
、
頭
山
と
と
も
に

連
な
っ
て
い
た
。

ア
タ
ー
ル
の
通
夜
は
、
死
に
方
が
死
に
方
だ
っ
た

だ
け
に
、
我
が
身
の
安
全
を
考
え
る
も
の
も
い
る
ら

し
く
、
列
席
者
も
少
な
く
寂
し
い
も
の
だ
っ
た
。
お

清
め
の
席
で
、
明
日
の
本
葬
の
挙
行
を
危
ぶ
む
声
が

あ
が
る
と
、
海
旭
は
す
っ
く
と
立
ち
上
が
っ
た
。
想

い
が
こ
み
上
げ
る
ほ
ど
に
強
ま
る
生
来
の
吃
音
を
つ

の
ら
せ
、
こ
う
宜
言
し
て
、
ボ
ー
ス
ら
こ
主
催
者
ク

と
会
葬
者
を
大
い
に
驚
か
せ
た
。

「
ひ
、
費
用
な
ら
、
僕
が
出
す
。
ほ
、
僕
が
導
師
と

な
っ
て
、
ア
タ
ー
ル
君
を
し
っ
か
り
と
お
く
つ
て
み

せ
る
」

ボ
ー
ス
と
会
葬
者
を
驚
か
せ
た
の
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。
本
葬
も
終
わ
り
、
荼
毘
に
付
し
た
あ

と
の
席
で
、
海
旭
は
ア
タ
ー
ル
の
遺
骨
を
故
国
の
イ

ン
ド
ま
で
送
り
届
け
よ
う
と
決
然
と
し
て
訴
え
た
の

で
あ
る
。

「
わ
、
私
の
教
え
子
が
、
近
々
イ
ン
ド
の
仏
蹟
を
廻

わ
る
と
い
う
の
で
、
ア
タ
ー
ル
君
の
遺
骨
を
た
の
ん

だ
と
こ
ろ
、
こ
、
快
く
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
」

教
え
子
と
は
青
柳
貰
孝
。
新
潟
県
高
田
（
現
・
上

越
市
）
の
浄
土
宗
の
善
導
寺
の
元
住
職
の
長
男
だ
っ

た
。
同
寺
は
文
明
七
年
(
-
四
七
五
）
開
山
、
地
元

で
は
「
高
田
で
大
き
な
も
の
は
善
導
寺
の
仁
王
さ
ま
」

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
名
刹
だ
が
、
中
学
四
年
の

と
き
父
が
急
逝
、
後
継
を
め
ぐ
る
檀
家
の
寄
り
合
い

で
新
住
職
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
青
柳
の
遺
族
は

体
よ
く
寺
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
聞

き
及
ん
だ
悔
旭
は
青
柳
を
東
京
へ
呼
び
寄
せ
、
西
光

寺
に
寄
宿
さ
せ
る
と
、
校
長
を
つ
と
め
る
芝
中
学
に

転
校
さ
せ
、
さ
ら
に
宗
教
大
学
（
現
・
大
正
大
学
）

へ
進
学
さ
せ
る
。
そ
の
費
用
は
海
旭
が
支
援
し
た
。

青
柳
は
か
ね
て
か
ら
茶
道
に
関
心
が
あ
り
、
大
学

卒
業
後
、
遠
州
流
顧
問
小
宮
山
守
正
師
よ
り
「
茶
道

師
範
免
許
」
を
取
得
。
や
が
て
仏
教
発
祥
の
地
に
赴

い
て
仏
跡
を
訪
ね
な
が
ら
茶
道
を
ひ
ろ
め
た
い
と
い

う
遠
大
か
つ
高
邁
な
志
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
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壷中に月を求めて

を
知
っ
た
悔
旭
は
大
い
に
感
銘
、
こ
の
と
き
ば
か
り

は
日
ご
ろ
折
り
合
い
の
悪
い
宗
門
要
路
を
説
得
し
て

回
っ
て
青
柳
の
イ
ン
ド
行
を
実
現
。
そ
こ
ヘ
イ
ン
ド

独
立
運
動
の
闘
士
ア
タ
ー
ル
の
自
死
が
起
き
た
の
で

あ
る
。

青
柳
に
と
っ
て
は
、
イ
ン
ド
行
の
途
次
と
は
い
え

か
な
り
の
危
険
が
と
も
な
う
「
別
件
」
だ
が
、
幼
少

時
か
ら
の
字
義
通
り
の
恩
師
の
頼
み
と
あ
っ
て
は
、

「
否
や
」
の
あ
ろ
う
は
ず
は
な
か
っ
た
。

と
、
会
葬
者
の
一
人
か
ら
疑
義
の
声
が
あ
が
っ
た
。

「
し
か
し
、
渡
辺
君
、
ア
タ
ー
ル
君
の
一
身
に
関
し

て
は
、
こ
れ
以
上
深
く
立
ち
入
ら
な
い
方
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
ね
。
す
で
に
本
葬
儀
の
時
に
も
、
君
一

人
が
取
り
仕
切
っ
た
と
い
う
の
で
、
そ
の
筋
が
目
を

光
ら
せ
て
い
る
そ
う
だ
か
ら
ね
」

「
そ
、
そ
れ
は
覚
悟
の
上
だ
」
と
海
旭
は
決
然
と
答

え
た
。
「
ア
、
ア
タ
ー
ル
君
に
よ
し
罪
が
あ
る
に
し

て
も
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
仏
じ
ゃ
な
い
か
。
ア
タ
ー

ル
君
も
、
悔
山
万
里
を
距
て
た
日
本
で
客
死
し
た
こ

と
は
、
よ
ほ
ど
心
残
り
の
は
ず
だ
。
坊
主
は
仏
法
に

生
命
を
托
し
て
る
ん
だ
。
仏
の
世
話
を
し
て
、
そ
の

た
め
に
、
何
か
浮
枇
の
禍
を
招
く
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
坊
主
と
し
て
は
本
懐

じ
ゃ
な
い
か
」

ま
さ
に
砿
苓
合
坊
主
ク
の
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と

こ
ろ
だ
が
、
最
後
に
丘

Q
上
の
威
光
ク
な
ど
恐
れ
な

い
お
手
本
と
し
て
つ
い
に
宗
門
開
祖
を
引
き
合
い
に

出
し
た
の
に
は
、
ボ
ー
ス
と
頭
山
を
含
む
会
葬
者
を

唖
然
と
さ
せ
た
。

海
旭
は
莞
爾
と
し
て
こ
う
言
っ
て
の
け
た
の
で
あ

る
。
「
ご
、
御
開
山
・
法
然
上
人
は
、
七
十
歳
半
ば

む
ら

で
土
佐
へ
流
さ
れ
た
と
き
、
こ
れ
で
祁
の
人
々
に
仏

の
教
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
お
喜
び
な

さ
っ
た
た
め
し
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
」

さ
て
、
お
待
た
せ
を
し
た
。
海
旭
の
教
え
子
の
イ

ン
ド
行
に
よ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
ヶ
詩
聖
ク

タ
ゴ
ー
ル
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
残
念

な
が
ら
紙
幅
が
切
れ
た
。
講
談
の
常
套
手
法
の
よ
う

で
ま
こ
と
に
恐
縮
だ
が
、
こ
の
続
き
は
、
次
回
の
お

楽
し
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
（
つ
づ
く
）
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昭和2年3月 29 日
東京都板橋区船渡4-15-1
13.382m' 
特別殖館2基 特別室5基 最上等8基

戸田
ルポライター

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア 令和2年2月21日、クルーズ船で新型コロナウイルスに感染し亡くなった84歳の女性を受け入れ火葬したのが戸田葬祭場だ。明治20年に創業された東京樽善社は「逍休を荼毘に伏す」という仕事は宗教的使命でもあると僧侶が経営、そこに名を連ねた宇都宮日網（日蓮宗大本山法華寺貰主）、中山理々（浄土真宗東本願寺派法善寺住職）が埼玉県の戸田村で昭和2年に創立したのが関東電氣生化株式會社、現在の戸田葬祭場である。最寄のJR埼京線の駅名「浮間船渡」からもわかるように、戸田は江戸時代から水運の要衝。その水運とは荒川だが、荒川が大きく

蛇行、もともと埼玉に作ったはずの火葬場が

東京の火葬場となった。住所は東京都板橋区

船渡4丁目になる。
この戸田葬祭場、近年大きくリニューアル、日本でここだけという管理システムを導入、散骨専用の無人島を所有し、遺石ペンダントやブレスレッドなども扱う。

仏

の会は動運昭和 敦鑽
の創設者中山 超宗派を凡た 1 6 仰遣F収再 年し- -四E3 

集設立 と

: I舟；悶戸 事門団理
田 など 々
葬場祭 を日
初代[ に活動ゼ 行てつ 佛本教I 
でい tか
ある る゜ 在現‘ 平
゜こ 和

ル
、
二
人
の
仕
掛
け
人
に
よ
る
も
の
。
一
人
は

J
A

L

グ
ル
ー
プ
の
会
社
退
職
後
に
入
社
し
た
佐
野
正
信

専
務
取
締
役
、
も
う
一
人
は
三
井
住
友
銀
行
出
身
の

宮
嶋
研
治
取
締
役
所
長
。

訪
問
し
て
目
を
惹
か
れ
た
の
が
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
を
思
わ
せ
る
男
女
の
制
服
と
行
き
届
い
た

接
客
だ
っ
た
が
、
二
人
の
話
を
聞
い
て
納
得
し
た
。

佐
野
専
務
、
入
社
直
後
は
遺
体
処
理
と
い
う
仕
事
に

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
そ
う
だ
が
、
こ
の

業
種
に
新
し
い
息
吹
を
吹
き
込
ん
だ
。
加
え
て
元
銀

行
マ
ン
の
遺
族
の
悲
し
み
に
寄
り
添
う
こ
と
に
専
心

す
る
緻
密
な
お
も
て
な
し
。
火
葬
場
を
選
ぶ
こ
と
は

難
し
い
が
、
戸
田
葬
祭
場
は
大
事
な
人
を
心
込
め
て

見
送
る
こ
と
が
で
き
る
葬
祭
場
の
ひ
と
つ
だ
。
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。
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岐
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•
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国
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・
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編集後記

雑誌『浄土』
特別、維持、賛助会員の方々

飯田実雄（駒ヶ根・安楽寺）
巌谷勝正（目黒・祐天寺）
魚尾孝久（三島・顧成寺）
加藤昌康（下北沢・森巌寺）
粂原恒久（川越・蓮啓寺）
粂原勇慈（甲府・瑞泉寺）
佐藤孝雄（鎌倉・高徳院）
佐藤久雄（品川・願行寺）
佐藤良純（小石川・光闘寺）
東海林良雲（塩釜・雲上寺）
河本悠大（函館・称名寺）
高口恭典（大阪・一心寺）
中島真成（青山・梅窓院）
中村康雅（消水・実相寺）
中村瑞貴（仙台・愚鈍院）
成田昌憲（世田谷・大吉寺）
野上智徳（静岡・宝台院）
藤田得三（鴻巣．勝願寺）
堀田卓文（静岡・蔀陽院）
本多将敬（両国・回 1f1J 院）
松濤泰彦（芝・夜松院）
水科善隆（長野・寃疫寺）
（敬称略•五十音順）

本
誌
『
浄
土
』
の
編
集
長
を

2
5年
間
務
め
た

長
谷
川
岱
潤
師
が
編
集
長
を
勇
退
、
理
事
長
に

就
任
、
理
事
長
の
加
藤
昌
康
師
は
副
会
長
に
、

そ
し
て
新
編
集
長
に
村
田
が
就
任
し
ま
し
た
の

で
、
編
集
後
記
な
ら
ぬ
編
集
好
機
と
し
て
お
伝

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
誌
を
発
行
す
る
法
然
上
人
鑽
仰
会
は
昭
和

1
0年
に
発
足
、
同
年
5

月
よ
り
『
浄
土
』
を
発

行
。
真
野
正
順
師
、
中
村
弁
康
師
な
ど
浄
土
宗

の
有
志
僧
侶
に
よ
り
、
宗
祖
法
然
上
人
の
教
え

の
も
と
、
一
宗
を
構
え
る
浄
土
宗
へ
、
そ
し
て

全
国
7
7
0
0

ヶ
寺
の
浄
土
宗
寺
院
に
声
援
を

送
る
べ
く
立
ち
上
げ
た
会
で
、
以
来
今
日
ま
で

そ
の
志
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
会
員
の
支
援
だ

け
で
支
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
本
号

が
通
巻
9
2
3

号
、
戦
前
の
全
盛
期
に
は
月
刊

『
文
藝
春
秋
』
と
並
べ
ら
れ
駅
売
り
も
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

さ
て
、
気
付
け
ば
6
2
歳
と
い
う
還
暦
過
ぎ
の

新
人
編
集
長
の
役
目
は
当
会
の
継
続
、
つ
ま
り

本
誌
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
愛
読
し
続
け
て

い
た
だ
く
こ
と
、
次
な
る
編
集
長
を
見
つ
け
る

こ
と
、
の
二
つ
で
す
。
振
り
返
れ
ば
大
学
卒
業

後
に
出
版
社
に
入
社
、

1
2年
の
編
集
部
勤
務
後
、

お
寺
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
当
時
の

小
川
有
順
編
集
長
に
お
声
掛
け
い
た
だ
き
本
誌

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
縁
で

今
の
私
と
自
坊
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
、
恩
返

し
の
時
を
迎
え
た
よ
う
で
す
。

時
は
流
れ
、
法
然
上
人
の
教
え
、

念
仏
の
魅

ホームページ jodo.ne.j p/ 
メールアドレス hounen@jodo.ne.j p 

浄
土

編
媒
長

編
集
部
員

力
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
時
代
で
す
が
、
こ

の
『
浄
土
』
が
一
人
で
も
多
く
の
方
に
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
る
雑
誌
を
目
指
し
ま
す
。
ご
支

援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
村
田
）

八
十
し
巻

村
田
洋
一

斎
藤
晃
道

佐
山
哲
郎

青
木
照
憲

平
井
泰
代
子

本
原
尭
道

九
月
号
加
価
六
白
円

年
会
針
六
千
円

昭
和
十
年
五
月
平

'
H

第
二
柿
郵
便
物
認
可

印
刷
令
和
二
年
八
月
二
十

H

発
行
令
和
二
年
九
月
一

F
l

発
行
人
佐
藤
良
純

編
集
人
長
谷
川
岱
憫

印
刷
所
ー
株
式
会
社
暁
印
刷

〒

i
O
f
-
'
i
'
O
O
-

―

東
京
都
沿
区
芝
公
園
阻
＇
ヒ
＇
四
明
照
会
館
凹
階

発
行
所
法
然
上
人
鑽
仰
会

電
話

0
三
（
三
五
七
八
）
六
九
叫
七

F
A
X
0

三
（
―
-
五
七
八
）
七
O
l
•
i
i
ハ

振
替

8

―
八O
'
八
＇
八
―
―
一
八
七
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写仏、写経、写詠歌のこ案内
1 A4版の奉書の手本に筆ペンで直接なぞります。

写仏の仏画は仏師（前田昌宏師）のオリジナル。

3 写経は浄土宗 H常勤行式です。

4 写詠歌は法然上人四季の和歌と宗歌「月かげ」他。

甲し込み日

お名前涸人

年月巳
,. 
ヽ 7> 

t. ^ 9ゴ．,,.r

寺院 教区 組 寺•院 寺院番号

お電話

ご住所 〒

写仏(6枚 1 組入り） 頒iiffi:2,000円 セット

※ 3 組 5,000円、 10組 18 、 000円他割引きあります。

写経(12枚5組入り）頒iiffi:6,000円 セット

※寺院名（ ）入れる（無料） 寺院名 ( ）入れない

※三奉請（関東）と四奉請（関西）をお選び下さい。（ ）三奉請（ ）四奉請

写詠歌(5枚10組入り）頒iiffi:5,000円 セット

※送料、消費税は頒1illi に含みます。同封の請求書でお支払い下さい。

※お届けまで 2 週間ほとかかります。

※写仏と写詠歌は 1 組からでも注文できます。詳細はお問い合わせ下さい。

《お申し込みは本頁をコピー、ご記入の上、当会へご注文下さい》

法然上人鑽仰会

〒 105-0011 東京都港区芝公園4-7-4 明照会館4階

FAX : 03 3578 7036 Mail : hounen@jodo.ne.jp 

TEL: 03 3578 6947 
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【写仏】 6枚 1 セット

阿弥陀如来

観音菩薩

勢至菩薩
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お申し込みは
裏面へ

法然上人鑽仰会
〒 l 05-0011 束点都氾区迄公園 4-7-4 Iーリ j照会館 4 llt与

お問い合わせは FAX またはメールでおl禎い致します。

FAX : 03 3578 7036 Mail : hounen@jodo.nc.jp 

TEL : 03 3578 694 7 


	2020年9月号
	貧乏骨董45
	P01インド・釈尊あれこれ紀行④
	P02
	P03

	P04写真で訪ねるインドと釈尊②
	P05目次
	P06寺々刻々
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11
	P12
	P13

	P14ぶつぶつ放談
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19

	P20微風吹動
	P21
	P22
	P23

	P24快僧渡辺海旭
	P25
	P26
	P27
	P28
	P29

	P30オフィス訪問
	P31マンガ
	P32編集後記
	写仏、写経と写詠歌の案内
	写仏の案内



